
そもそもクラシック音楽の歴史は、宗教音楽から始まり
ます。
教会で神様に祈りを捧げる歌が、各地で勝手に変えられた
りして、正しく歌われていないので、それを統一するために
楽譜として記述されたのが最初だからです。そしてこの宗
教音楽の発展がクラシック音楽の発展そのものなのです。
どう発展したかをお伝えします。

宗教音楽と言うと堅苦しい印象を持たれるかも知れませ
ん。だからみなさんご存知の「カエルの歌」を使って、その
発展の流れをご紹介しようと思います。これならとっても身
近だし、わかりやすいと思って。
そして楽譜という記録
に残らなかっただけで、
愛だの恋だの我々に身
近な世俗音楽というの
が実はあったのです。だ
から宗教音楽を知るこ
とは、音楽そのものを知
ることにも通じるんで
すよ。

ヨーロッパでは室内楽というのが実に身近なものとしてあ
りました。オーケストラの演奏会の方が敷居が高めで、日常
的に室内楽の方が楽しまれていたようです。それを理由に
作曲家は実にたくさんの室内楽作品を残しているのです。
オーケストラは人数が多いし、大きな音圧を味わえますが、
室内楽は指揮者がいない分、個々の演奏家の息遣いや緊
迫感を間近で感じ取れる魅力があります。それを味わって
もらうためにゲストを呼んでいます。

シューマンのピアノ四重奏曲を全曲演奏します。
この曲、全部で４つの楽章があるのですが、それぞれで室
内楽の、音楽の醍醐味を味わえてしまう傑作だと思ってい
るのです。特に第３楽章は、誰が聴いても美しく酔いしれ
ちゃうメロディーを、なんと奏者がそれぞれ順番に演奏す
るのです。もちろん演奏家は気合いを入れて演奏するわけ
ですから、退屈するわけがない！そして最後の楽章は、ス
ピード感があって、とてもエネルギッシュで盛り上がってい
く音楽に興奮を覚えます。聴いてみたいでしょ！？室内楽の、
シューマンの虜になりますよ。

加藤昌則の クラシック音楽をより楽しく！
レクチャー型コンサートシリーズ！
ついに開講 !!
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（ピアノ・ナビゲーター）
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聴かせてみせよ
う!!聴かぬなら

公演情報

2022年12月24日（土）
開場 13:30／開演 14:00

［出演者］ 加藤昌則（ピアノ・ナビゲーター）
鵬翔中学校高等学校合唱部

加藤昌則の
「聴かぬなら聴かせてみせよう！！クラシック」♯１

会場：メディキット県民文化センター（宮崎県立芸術劇場） 
       イベントホール

公演情報

2023年1月21日（土）
開場 13:30／開演 14:00

［出演者］ 加藤昌則（ピアノ・ナビゲーター）、川田知子（ヴァイオリン）
須田祥子（ヴィオラ）、向井 航（チェロ）

加藤昌則の
「聴かぬなら聴かせてみせよう！！クラシック」♯2

会場：メディキット県民文化センター（宮崎県立芸術劇場）
       演劇ホール
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宗教音楽をテーマにどんな話をするのですか！？

具体的にどんな風にその発展を
伝えるのですか！？

どんな曲を取り上げますか？

室内楽をテーマに選んだ理由は！？

♯2

クラシック音楽には「難しそう」「敷居が高
い」「長い」といったイメージをお持ちでは
ないでしょうか？
本シリーズでは、そうしたクラシック音楽
を、分かりやすい解説を交えて紹介するこ
とで、面白さをお伝えいたします！

5 Crescendo
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川田朋子
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鵬翔中学校高等学校合唱部
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ふいご

公演情報

12月17日（土） 開演 11:00
パイプオルガン プロムナード・コンサートvol.173「オルブラ」

［出演］山口綾規（オルガン）、河野幸子（ソプラノ）、伊豆謡子（司会）　 
［料金］4歳以上500円、なかよしチケット(4歳以上2人1組)700円

好評発売中！

※ランチセット券は完売しました。

《プログラムテーマ》
Christmas Wishes
(クリスマス・ウィッシュ)

公演の詳細は
こちら↓

Crescendo 6

これまで劇場に寄せられた「パイプオルガンを見学してみたい！」「一度
でいいから演奏してみたい！」というお客様の声にお応えして、この夏、
パイプオルガン見学・体験会「オルガンふしぎ発見！」を2日間にわたり
開催しました。初めての試みでしたが、子どもから大人まで計91名の皆
様にご参加いただき、オルガンの魅力を発見していただきました！

まずは、見学ツアーに行く
前の肩慣らし♪ 
パイプの数や長さなど、
パイプオルガンにまつわ
る3択クイズに挑戦です。
間違っても、「そうだった
のか！」と楽しそうでした。

大オルガン
◀最初のオルガン
といわれている水
オルガン。水圧を利
用して音が鳴るし
くみに興味津々。

▲次はふいご体験！昔は人の手でふいごを動
かし、パイプに風を送りこんでいました。体験
では、紐を引っ張り、ふいごの蛇腹を開閉させ
て風を送ります。想像以上に力が要る～！

ポジティフオルガン
（小型オルガン）

▲パイプの素材や構造を間近で見学。
リコーダーのような「フルー管」と、ク
ラリネットのようにリードが振動する
「リード管」。覚えてくれたかな？

▲おそるおそる鍵盤に触れる参加者
たち。音が出ただけで「おぉ～」と盛り
上がる場面も。

◀普段は客席から
遠くてよく見えない
演奏台。間近で見る
と、4段の手鍵盤と
足鍵盤、音色を変え
るストップ（音栓）
など、見るところが
いっぱいです。

▲オルガンの中を探検すると、そのパイプの数に
圧倒されます！パイプ１本で１つの音しか出せな
いパイプオルガン。多くの音色を出すために、たく
さんのパイプが必要なんです！

◀オルガニストの北川
倫代さんと稻森愛さ
んの演奏を鑑賞した
後は、いよいよ試奏体
験！演奏する前は緊張
していた参加者も、演
奏後は、感動と興奮で
胸いっぱいの様子で
した。

参加者感想

オルガンふしぎ実験室

密着レポート

パイプオルガン見学・体験会

（抜粋）

【参加者】親子クラス：38名／子どもクラス：27名／大人クラス：26名

START!
クイズの後は、いよいよ各
チームに分かれて、見学・体
験ツアーに出発！ワクワク
感が高まります。


